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1）活動概要 

 9月 17日から 9月 25日の 9日間、イタリアにあるヴェネツィア カ・フォスカリ大学

での短期研修に参加した。18日と 19日の 2日間は多くの日本語の授業に参加させていた

だいた。主に、自由会話とひらがな指導の授業に参加した。自由会話の授業では多くのイ

タリア人の学生といろいろな話をすることができた。また、授業の冒頭では高知について

のプレゼンを行った。20日の午前はヴェネツィア カ・フォスカリ大学の本部ツアーを行

っていただいた。この大学の建物のことについて、また、日本とのかかわりについてなど

とても詳細に話を聞くことができた。21日はヴェローナ、22日はガラスで有名なムラー

ノ島、レースやカラフルな街並みで有名なブラーノ島を訪れた。両日ともカ・フォスカリ

大学の学生に案内していただいた。そのため、いろいろな観光名所をスムーズにまわるこ

とができた。また、宗教に関することなど、日本人だけの旅行ではわからない、様々なこ

とを教えていただきながら回ることができた。23日は自分たちだけでヴェネツィアを観光

した。日本語の授業に参加したときにイタリア人の学生から聞いたおすすめの場所やお店

などを中心に回った。そのほかの自由時間などは授業で仲良くなった学生にヴェネツィア

を案内してもらったり、一緒に食事をしたりした。 

 私は今まで行ったことのないイタリアという国の文化に触れること、イタリアに数多く

残っている歴史的な建物や作品を自分の目で見たいと思い、この短期研修に参加した。実

際に行ってみてこれらのことはもちろん、多くのイタリア人の学生と交流することがで

き、本当によかったと思う。 

 

2）研修での学び・気づき 

 研修の期間中、アパートの一室をお借りしてヴェネツィアに滞在していたため、ヴェネ

ツィアの人たちの生活にも触れることができた。最も私たちの生活と異なっていること

は、たくさん歩くということだ。「水の都」と呼ばれているように、ヴェネツィアにはた

くさんの水路があり、多くの船やボートが行き来している。しかし、ヴェネツィアでの移

動手段は水上では水上バスや水上タクシーなどのボート、ゴンドラなどがあるが、陸では

徒歩しかない。車が入ることができないのはもちろん、水路や川に架かっている橋が階段

状になっているため、自転車での移動もできない。これはヴェネツィアでは昔の建物や橋

をそのまま今でも利用しているからだ。少し不便に思うかもしれないが、これこそがヴェ

ネツィアの町全体が歴史的な価値を持つ理由だそうだ。また、道が直線状で結ばれていな

いため、かなり大回りをしないとたどり着けないということも多くあり、1日に 2時間ほ

ど歩くのは当たり前だった。日本ではほとんどの家庭が車を持ち、また、1人 1台自転車

を持っている。そのため、たとえ近くのお店に行くとしても徒歩で行くということはほと



んどないだろう。そう考えると日本での普段の生活とはとても異なっていると思った。 

 また、先ほど少し述べた通り、ヴェネツィアでは昔からの建物がそのまま使われてい

る。例えば、カ・フォスカリ大学の本部の建物はもともと、ヴェネツィアの元首であった

フランチェスコ・フォスカリの邸宅を改装して使われていたり、日本語学科のキャンパス

はもともと工場だった建物をそのまま利用していたりしていた。そのため、外観を見ただ

けではどれが大学なのかわからなかった。それほど大学がヴェネツィアの街並みに溶け込

んでいた。日本では大学以外でも、何か違う目的でその土地を利用しようとするとき、も

ともとあるものを壊して新しい建物が建てられている。そのため、本来の日本の伝統的な

街並みの様子が現在でもうかがえるのはわずかな、限られたところしかない。日本の文化

的なものや、歴史的なものを残していくためには、もともとあるものを最大限活用し、多

少の不便があっても、昔のままの姿をなるべくとどめておこうとすることが重要なのでは

ないかと感じた。 

 日常の生活では日本との違いがとてもたくさん見られた。イタリアではどのお店に入っ

ても「ボンジョルノ」と店員が言うと客もまた、笑顔で挨拶していた。先に客からするこ

ともしばしば見受けられた。店を出ていく際にもありがとうという意味の「グラッチェ」

と言っていた。このように客も挨拶をするのはイタリアでは当たり前だそうだ。日本では

店員は「いらっしゃいませ」というが、それに対する返しはなく、客が店に入る際に挨拶

するということはほとんどない。そのため、イタリアはお互い挨拶をすることで店員と客

の距離が日本よりも近くに感じた。 

 食事をするときも日本との違いを感じた。日本人はピザを食べるときみんなでシェアし

て食べるが、イタリアでは 1人で 1つのピザを食べるということやレストランやカフェで

水が日本のように無料で出されるということはないということ、注文後の食事が運ばれて

くる間に、パンを食べるという習慣があるということなどがある。日本の食事に慣れてい

る私にとって同じ味のピザを食べつづけるのは少し大変だった。日本食はご飯、汁物、主

菜、副菜というようにいろいろなものを少しずつ食べるのでこのように感じたのだと思

う。料理が来る前に出されるパンはとても固く、パサパサしていて、おいしいものという

より、料理が出てくるまでのつなぎのものという感じだった。さらに、パスタやピザとい

った炭水化物の料理を頼んだとしても提供され、多くの人が食べていたので、イタリア人

は日本人よりも健康に対する意識が低いのかなと感じた。料理自体はどれも本当にすごく

おいしく、日本で食べるイタリアンよりもずっとおいしかった。しかし、もし、日本にあ

るイタリア料理店でも同じようにこのような食事の習慣が提供されれば、日本人はおそら

く戸惑うだろうとも感じた。 

 ほかに少し戸惑ったこととして公衆トイレを利用するにはお金を払わないといけないと

いうことがあった。空港やレストラン、ショッピングセンターなどではそのようなことは

ないが、それでも日本人にとっては戸惑うように思う。しかし、トイレを清掃する人の立

場になって考えてみるとお金を利用する人に払ってもらうのは当然のように思えた。 



 このように水が無料で提供されたり、トイレが無料で使えたりするなど普段当たり前だ

と思っていることがそうではない状況になった時、どれほどそれらがありがたいことなの

か気づくことができた。 

 一方で気軽に誰とでも挨拶をしたり、便利さだけを求めるのではなく、昔からのものを

大切にして日常を送っていたりするなど私たちが見習うべきことがたくさんあったとも思

う。 

 ヴェローナを訪れたときに 2000年ほど前に建てられた円形球戯場や中世の頃の城、ロ

ミオとジュリエットに出てくるジュリエットの家など、これ以外にも 1日でたくさんの歴

史的に有名な建物を見た。ヨーロッパの建物が石やレンガで作られているのは当然知って

いたが、初めて目の前で石やレンガでできたとても大きな建物を見てとても感動したこと

を覚えている。それらを見たときに日本の文化とイタリアの文化は全く違うものだと感じ

させられた。特に、アレーナ・ディ・ヴェローナという円形球戯場が約 2000年前に建て

られたと知り、日本の 2000年前の状況を考えてみると当時の日本では絶対に作ることの

なかったものだろうなと感じた。 

 最後に、この研修で 1番驚いたのはイタリア人学生の日本語能力の高さだ。大学に入学

してから日本語を学び始めたという学生がほとんどだったが、3年経つとほとんど完璧に

日本語を話していた。私は彼らと授業の開始から終了まで途切れることなく、様々なジャ

ンルの話を話すことができた。また、漢字も使いこなせていたことに驚いた。彼らがこん

なにも短期間で日本語を習得できたのは日本語を実際に使う授業があるということと関係

しているのではないかと思う。その授業というのは日本語自由会話というものだ。この授

業ではその名の通り、グループに分かれて、お互いテーマに合わせて自由に会話するとい

うものだ。日本では外国語を学ぶ授業があっても、実際にその言語を話すという機会があ

まりないだろう。だから言語を習得するためにはこの授業のように、実践的に使うことが

とても重要なことであると改めて気づかされた。また、私にとても積極的に話しかけてく

れたことがとても印象に残っている。私自身もだが、日本人は間違うことを恐れてあまり

自分から外国語で発言しようとしないという傾向があるとよく聞く。これこそが日本人が

英語を習得できない理由であるように思えた。英語をはじめとする外国語を習得するため

には、どんどん自分から発言し、間違いを恐れないで実践することが重要であるとイタリ

ア人学生と交流する中で気づかされた。 

 

3）その他 

 この研修で何日間もヴェネツィアに滞在し、さらに、何人ものイタリア人の学生にヴェ

ネツィアのおすすめの店や場所を教えてもらったので、一般の旅行でヴェネツィアを訪れ

るよりも濃い時間を過ごすことができた。一般の旅行では現地の人と話す機会はほとんど

ないと思うが、日本語の授業の中で仲良くなった学生と一緒にご飯を食べたり、ヴェネツ

ィアを回ったりする中でイタリア人から見た日本の印象、日本に留学した時の楽しかった



話や困った話など普通では聞くことのできない、込み入った話などにいろいろな話を聞く

ことができて本当に貴重な体験をさせてもらったなと感じる。この研修でのたくさんの人

と交流、イタリア文化との接触、さまざまなイタリアの建物を見物のどれもが刺激的だっ

た。この研修で体験したことや経験したこと、感じたことなどこの研修に参加することで

しか味わえなかっただろう全てを忘れず大切にしていきたいと思う。そう思えるほど濃い

9日間だった。 

 

4）研修先の写真 



    



 

 


